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エクセルで簡単に数式以外のデータだけを削除する 

 

 事務を引き継いだとき、前任者が作成したエクセルも引き継いでそれを使用することが

良くあります。 

 

 引き継いだエクセルには数式が入っていて、すでに記入済となっていることがあります。 

 

 このエクセルを利用するためには、数式を残したまま白紙にする必要があります。 

 

 パッと見ただけでは、どのセルに数式が入っているかわからないため、つい数式も消し

てしまうことがあります。 

 

 このようなときには次のようにすると数式を残した白紙にすることができます。 

 

 下記の「御見積書」を例として見てみましょう。 

 

 

 この「御見積書」も、「合計金額」や「小計」「消費税」「合計」の部分は数式が入ってい

ると見当が付きますが、パッと見ただけではどのセルに数式が入っているかわかりづらい

く、数式以外のセルのデータだけを削除するのは、結構たいへんです。そこで、ジャンプ

機能を使って数式以外のセルのデータを特定し、そのあとにデータを削除します。 
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 まず、削除したデータが入っていると思われるセル範囲［A11］から［E13］を選択しま

す。 

そして［ホーム］タブの右端にある［検索と選択］をクリックし、表示されたリストから

［条件を選択してジャンプ］をクリックします。 

 

 下図のように［選択オプション］ダイアログボックスが表示されるので、［定数］をクリ

ックします。その下のオプションはすべて ONのままにしておきます。 

［OK］をクリックします。 

 

拡大 
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 下図のように数式以外のセル範囲が選択されグレーになりました。これらのセルが今回

削除したいデータのみの個所になります。 

 

 ［Delete］キーを押すとデータが消えます。同時に B列、D列、E列も消えますが、こ

れは、A列と C列が消えたことにより計算結果として消えました。 

 
 セル［B11］を選ぶと数式バーに数式が表示され、数式は消えてないことが確認できま

す。 

 

 データが多い時には、この方法でデータのあるセルを選択しデータのみを消すことで、

間違って数式を消すことなく白紙として使えるようになります。 

 

 


